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子どものままでいて欲しい

5/8、ベルギーで人気の漫画シリーズの一つであるSUSKE en WISKE
(Bob et Bobette)のスピンオフ版「Amoras」が発刊された。2人が
タイムマシーンの事故により、2047年のAmoras島に到着したとい
う設定になっているが、大人になった2人の設定や画に不評の声が
出ている。第2弾は11月発刊予定。

目に見えない不安 

5/4、午前2時頃、ゲント近郊のWetteren
の線路上で、オランダ発ゲント港行きの
化学物質を運搬中の貨物車両13両のう
ち6両が脱線、2両が横転し3両が炎上し
た。運搬中の化学物質は有毒性のアクリ
ロニトリルで空気中に拡散、また消防活
動により下水に混入した可能性があると
して、現場から半径500メートル以内の住民約500人が避難し、半径
1キロメートル以内が屋内待機地区に設定された。その後避難住民
は一時約2,000人まで増えたほか、地域住民1人が死亡、33人が病院
に運ばれた。線路に異常は見つからず、現在も事故原因を調査中で
ある。

使えない新5ユーロ札

5/2にユーロ使用国17カ国で発行された偽造しにくい新5ユーロ札
が、銀行のATM機や駐車場の発券機で使用できない。検札機も新札
を把握できず、偽造札としてはじき出すので、一般の店舗でも取り
扱いを拒否している。ヨーロッパ中央銀行は、25万枚以上の偽札
5ユーロを回収しており、他のユーロ札も順次新札に変わる予定。

警察でも失態

シャルルロワ（Charleroi）の警察が、鐘楼が遺
産登録されている市役所に7台の監視カメラを取
り付けた。安全確保のために取り付けたものだ
が設置申請をし忘れていた。警察は迅速にトラ
ブル解決のために動きだすという。 

再びベルギーへ

2001年にヌーヴ通り（Rue Neuve）をはじめベルギー国内38店舗を
閉鎖し、300人の職を無くしたイギリスのマークス＆スペンサーが
2015年に再びトワゾン・ドール通り（Avenue de la Toison d’Or）に
戻ってくる。すでに2012年にネットサイト販売は再開された。

5月から変更

タクシー値上げ：ブリュッセル19区の初乗り料
金が1.66ユーロから1.80ユーロに値上がり
した。

ママに優しい国

5/7、母の日に先駆けてNGO団体のセーブ・ザ・
チルドレンが発刊した「母の日レポート2013」に
よると、母親に優しい国をランク付けした母親指
標でベルギーは8位となった。これは妊産婦死亡の
生涯リスク、5歳未満児の死亡率、公教育の在籍年
数、国民1人当たりの所得、女性議員の割合などを
もとに176カ国を対象として調査されたもの。1位
フィンランド、2位スウェーデン、3位ノルウェー
と上位3位を北欧が占めた。日本は31位、最下位
はコンゴとなった。 


